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     鉛 亜 鉛 の 含 銀 硫 化 混 合 鑛 の 漏 式

     冶 金 法 に 關 す ろ 研 究 (三)

                   渡 邊 俊 雄、仲 田 旭

        第 二 編 細 倉 鑛 石 庭 理 に 關 す る研 究

    (一)概   説        (二) 酸 化 焙 焼 實 瞼

 前編 にて帥 岡鑛石の漁式法に就て述^ミた  焙焼装置は第一編の始 めにて述 一." tzも の

其結果 を墾酌 し細倉鑛石 につ き其灘式法 を と同一の もの を使 つナZo

工業的に慮用す る準備 として種 々の實験 を  一回の焙嶢試料を30琵 とし、焙焼 中の掩

な したo                聾 は毎分30回 轄、通氣量一一分 間一立 とすo

 實瞼に供せ る原鑛           焙嶢温度 500,600,700,800,9000C

 工學士岡田丈五郎氏は細倉鑛石の選鑛に  焙焼時間 各温度 にて一時間

つ いて研究せ られ・優先津選法によつて鉛  亜硫酸琵期約500。Cの とき初 めて氣 がつ

精鑛 と亜鉛精鑛 とに分離 し共に良結果 を牧 く位に毘て きナこ。

め られすこ。同氏 は我 々冶金側 の要求に基 つ  各温度 にて焙澆 しずこもの を水 にて庭理 し

き、叉簡軍 な る浮選法 によつて鉛、亜鉛 の 水溶亜鉛及水溶鐵 を見、次に10%H2SO,

混合精鑛 を作 つて くれ られtz。 灘式冶金 に 溶液300c・c.を用 ひ、90。Cに 熟 し之 に溶 けtz

よつて鉛 と亜鉛 とは分離 し得 るか ら、態 々 鐵及亜鉛 を槍 しすこ。焼鑛中の亜鉛 は90。Cに

多 くの動力 を使つて別 々の精鑛 を作 る必要 熱 しな くて も其溶解率 には除 り相異がない

もな く、又別 々の精鑛 を作 れば鉛、亜鉛の 併 し鐵 は酸の過剰の壌加 と共 に溶解率 もま

損失 は選鑛に於 て も叉乾式冶金 に於 て も多 す ことは勿論 であるが、温度の上昇 と共 に

くな る。                著 しく溶 け る量が多 くな る。亜鉛 を とつずこ

 岡田氏 が作 られずZ精鑛の品位 は次の如 く 後の獲浮 に食璽の飽和溶液を加 へて沸騰 し

であ る。               其 内にあ る硫酸鉛 を分解 して璽化鉛 とし得

     第  一  表      られ る量 を見ナZo其 實験結果は第二表の通

惣 1糖 醐 合 聯 二
附近が最良なる焙轍 である.

 SiO2       15.50       65- 80       1.0

                   600。C附近では第一鐵硫酸璽類が相當に存
            ヨヨ      むへ         ロら

  Zn ・9.25 i 1・・-15・1・ ・ 在 す る カ㌔ ・…C附 近 で 蝶 一 鐵 は 殆 ん ざ
          
  Pb   1■61  150-200  1a5  残 つ てゐ な いo焙 嶢温度 が上 るに從 ひ、第

  S   24'36  200以下  71'〇  二鐵 の とけ方 も漸 家少 な くな る。 完全 に第

  Cu l 痕跡       100'〇  二酸化鐵 となつtzものは室温では稀硫酸に



は殆 ん ご溶 けないo鉛 も又800。C以 上 に て 水溶亜鉛 5・08%・・一 全亜鉛の12・16%i:當る

焙 嶢 しなか つナこもの は、食盛 水 に よ る舜解  水 溶 鐵 一

が少 な い。               硫酸鎌 して存する鉛の量1L12% 全錯の19L18%1=
                    當る

      第  二  表                    全  歪晋                12.2096

鞭 酬  溶 解 實 牧za(%)  全酬   41・19%

㈹ 欝 繋欝準 翠 撫 實瞼 
 500 1.20 0.30 21.0 62.4 63.o  焙 焼 鑛1封 度 郎4・50」2Zを稀 硫 酸 に て 虚 理 し

 600 1.30 0.00 3g.0 74.4 68.0 其 内 の 酸 化 亜 鉛 を 溶 解 す る に は 幾 何 の 酸 を

 700 5.30  〃  73。0 60.0 80.0 要 す る か を 計 算 しナIO

 800  6・oo  "   86・0  56・0  96・o    ZnO十H2SO4 ・= ZnSO4十H20

 900 0'oo "  85●0 28'0 97'o な る反慮 式 に よ る と亜鉛56琵 に甥 しb 98琵

 之 を曲線 に すれば第 一 圖 の如 くで あ る の硫 酸 が必 要 で あ るo

      第  _  圖        今450琵の焙焼亜鉛鑛中には
   100                              (41.19-5.08)×4.5=162.5琵

   90   詩         丈の水に溶けざる亜鉛がある。之をとかす

  効    瀞           には245琵の硫酸を要するo

  /o.粥    次の鰍 ・既 づ此 ・62.・動 ・・倣 の

  ゼ       亜鉛をとかす硫酸量ep 245・・.8-・96]£丈

  (%) 60 ag難    の硫酸を使ひ且つ期 星度182%の 稀硫酸を

   50  t            含む ものを とり實験 をしナこ。即其稀硫酸の

   4・  髪  量 は・96・}1急 一・・・・・… EP約1・1・ec.・・とな
           擢

   oo          酸塩       るo

   ⑳  閣讐  溶騰 中の簾 甚だ早 くし、室氣 との
              

   ノ07i〈.T .'   些    接 鯛 を充分 に して一定 時 間毎 に・10c・c・の試
         魏    鉄       '・ 一 祭      料 を探 つて溶解状況 を槍 し同時に溶液 の温

    げ     クリ  ク    ヨリリ  ヨ    ノ ジセ

      焙 娩 巌 度 '     度を測定 しすこ。

  (三)焙 嶢鑛 の溶 解 實 瞼    猶水溶亜鉛が焙嶢鑛中には5・OS%あるか

前 に趣 械 分 鮪 す る原 鑛 を6・・琵 と ら・3時 間麟 の後 に は131・66+4・5×5・ 。8

つて800。Cに 熱 して570琵 の嶢鑛 を得tz。 =155琵 丈の亜鉛 が とけてゐ る。 郎最後の

自師%の 減量 があつナZc其焙焼鑛の成勢 は次 掩搾溶液中には約14%の 亜鉛が含 まれ てゐ

の通 りであるo             るo
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     第  三  表        考察 以上の結果によれば酸化亜鉛の溶

欝 劇 酪 劉 譲 量 溶 解 量 解反懇 は鑛石装入後迅慰 起 るもので ある

(分)t(。C)IH・,SOi(瓦)Zn(瓦) F・(E) 鐵 は其焙焼時間を経 るに從つて・假令遊離

 0  6  200   0  0 酸が可 な りに存在 して も、溶液 に くる量が

 5  50   _   _   _  漸次少 な くな る。帥一旦溶 けtz鐵 も酸化亜

 8  54   -   一   一  鉛のtzめ に再 び沈澱す る0800。Cで 焙嶢 し

 10  48   一   m  一  ナこもの は鐵は第二鐵 として溶液中に存在 し
 15     45      _      _     _

                   182%位 の硫酸溶液を使つて、3時 間の後
 20    42      -      _     _

                   其全鐵中の約L7%の 餓のみか溶液中にき
 ヨ      ヨ      コ む       のフ     ロ 

 50  33   _一   _   _  て ゐ る丈 で あ る0

 60  , 29  6.66 12g.04  0.38  併 し焙 嶢 が不完 全 で あつて其 浸 出液 中 に

 90  25  4.99  130.32  0.29 第 一鐵 が含 まれて ゐ る と、酸性 溶解 の と き

120 21 4・44 130・65 0・19 之1こ室氣 を吹 込 んで も容 易 に酸化 せす
、又

玉50  18  a88 131'32  0'16 石 茨 にて も完全 に沈澱 す るこ とが 出OjE 
S[}。

 180      15      3.32     131.66     0.14

                   故に若 し第一鐵があつずこら中性溶解後に石

次の曲線は此結果を圖示 しセ ものである 灰を加へて中性叉は盤基性 となし、其歌態

                   にて塞氣を吹込み擁搾 して第二水酸化鐵 と

     第 二 圖  して欄 せしむる事秘 要である。

謄 喉 鷺 舗 弊  溶解作業は或る励 時間を経溺 ると
言_墾 魁 盤 竺_  第二圖の様に其鰐 力が殆んとな くなるカ{

黛.鯉 一 鯉 畷 1響 諜柔灘 灘 に鴛簡耀
  ,、。     (2 ることとも、幽 の微量の灘 酸は砿 で

       徽1り せe6K      中和 して次に室氣撲絆 によつて水酸化第二
 !20.                         40

       臨 薮 頗.  鍮 こ酸化沈灘 しむる・
  leO        '  ?o   中性溶解操業 にては焙嶢 鑛中の亜 鉛の溶

鉄8・ '        - o  解率 を極度 に高 くす るtこめには勢 い酸 を多
ぼ
。s 6。               くせねばな ら躍○併 し之に俘 ひ第一 鐵及他

      ㌦           の不純物が共 に多 く溶解 す ることとな るOe・4 40

   .一盤 拠 戴 遜. !  中性溶解は酸'性溶解の如 くに過酸化満俺を
e・2 ?o

                  使 つて第一鐵 を酸化 し得 ない。且つ上に述       量の 〆と
o'oo

。 。.s /。 ff ≠、 、, J,,  べた通 りに他 の方 法 に よつ て之 を酸化 す る

     惰 漸 鴫 嗣 圃 ㌔     事 も困難 で あ る るか ら、 中性溶解 操 業 で は
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酸溶亜鉛全量の約80-85%位 が溶 ける程度       第  三  圖

に、附加する酸の量 と焙嶢鑛の量 とを調節   興
                     メリじ

す ることが最 良の方法 であると思ふo弦 に   t。.      、v

酸溶亜鉛 と云ふのは全亜鉛量か ら水溶亜鉛    。       ・
                               1
を引去つ幡 のを意味してゐる・  潔 ∫

 酸性溶解              `。。㊥

 焙焼鑛 申酸溶亜鉛の約20%は 申性溶解残  40 ・le 4eF_  f  鰯  1

潮 内に鵬 せしめナ、。     一……五一… 鱒 騨 屡一 一…
                    メロはメむ

 此酸性溶解では一方出來 る丈鐵の溶解量          吾都1俳 鋤 。鑑 骸

砂 くする撒 しながら・働 にnま 踪  ao6蜘 幽 メ回'o

る丈多 くの亜鉛 を溶液中に持來 さねばなら

の故 に100c.c.につ き435琵 のH,SO、 を含 む 溝察 酸性溶解 では或程度以上の亜鉛は頑

様 な弱酸 を溶解齋1として使つ7こo    張に獲澤 に起 る。 これはZinc fe「「iteと し

 今中性溶解獲澤中の亜鉛 の量     て存在す るナこめ と思 はれ るo酸 の濃度 を増

   工62.5-131」=30.8琵       し又溶解温度 を増す と、幾分 が此種化合物

  308琵 を溶解 するに要す る硫酸 の量  も分解 す るが・併 し鐵 其他の不純物が澤 山

   ・α・・器一4槻   欝癒 姦二緊難叢灘欝欝
 之に謁 する弱酸の量は                      。

   ・…鶉一一   磐羨響農 雛難薦溝 饗撫
 此計算量の14%丈 過剰の ものを即1216化 第二鐵が出來、此者が濾 し難 きのみな ら

c£・を使 ひ其溶解峯 を槍 しナz。     す、之 に附着 して失 は れる亜鉛溶液の量 も

      第 四 表   多 くな る。椥 こ酸溶解 では其鑛石 の性質等

溶解劇 温 麟 量 溶 解 量 によ り酸 の灘 及量 適當に期 々につ き

(時 分)1(・c)・ 職 瓦・酷 瓦・隙 甑)定 めねばな らぬ・概 してな るべ 搦 酸鞭

                   つ て、寧ろZinc ferriteを残 澄中1こ残 し、之
  0    6.0      53,0       0        0

                   より他の乾式法即ウエテジノレ法等にょって
  ヨむ    フコむ        つ      フ         コエら

 1 0 7.5  40.0  8.5  0.13  其 亜鉛 を回牧 す るを得策 とす る様 で あ る。

 130 7.6  3g.8  8.6  0.23   雨 溶解 試験 に於 け る溶 解峯

 2 0 80  395  8・7  0・25   1中 性 溶解 に よ る亜 鉛 の實牧 量131・7琵

 2 30  8・1  39・4  8・8  0・2s   2酸 性  "     "    8.gJEE
 3   0    8.2      39.2      8,9      0.30

                    3焙 嶢原鑛中の水溶亜鉛量   23.0琵

此結果を曲線に示すと次の如 くなる。      亜鉛全溶解量     163,6琵
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灘 難 器1×]00綿る鍵皐毅 蹴 欝 撫
以旗 験 け,の 眺 め中性溶徽 、刻 、 溶灘 其100c£・収 約35瓦 の食盤輪 んで

灘 灘 蜥 謂復式鰐 を行 つt,・・Z)である ゐる・故 に66・;EEの硫醐 を溶かす1こは約400

が、此方法の特長は次の渤 である。 c・c・の鰹 飽和溶液を必要 け る・

イ、硫酸の澱 量をし撮 小限灘 らし 亜鉛溶鱒200殊370c£ ・(勲 の者匡飢

                   己むを得すこれ丈の量 としナの の食睡飽和   むる。

。、亜鋤 回牧を高 くすると共に鐡の溶 轍 を加へ欝 しつ'灘 迄加熟 し・且つ

   解 を少 なか らしめる。       蒸登に樹 し臨へす水分の補給をし7ao 30分

へ 不純物の溶解 を少なか らしむる。 毎に10c・c・の轍 をとつて鉛の溶鰻 を見

灘 麟 の成分(%)    ナ・が其結果は第五表の渤 である・第四圖

 分析の結果は次の通 りである。    は之を曲線にて示 しナこのである。

 Zn 10.8       第 五 表

叢 喰の_   醐 間溶繕 灘 縫雛犠 耀 食
。bS。,,して,2.9     ・刑 酬(c…)(瓦 ・[(期 ・瓦・

 。,16.5        。1。83,。 。 。 「13。.。

  (四)亜 錯 溶 解 残 津 中 の    30 " " 35・4 20・O i10・0
                           ウ          イ サ     ヨコら     コら

硫 酸 鉛 の 庭 理 實 瞼     ,。, "、, .。24.11。 。,

 前記の成分 を有 す る焙焼鑛 を溶解作業 に  120 "  "  43.5 24.4 105.6

附 し、其時酸化亜鉛及硫酸亜鉛の形 である  150  〃  〃  〃  〃  〃

もののみが溶 けtz ・Eすれば、原鑛重量 の50.                         第  四  圖

憂猫犯 灘 撫猴;塞 ご! L
しあつナ・・t,め、嶺 瞼にては・・5蹴 残つt・   溶魏 蜘
                      ア                      

此 内200琵 を とり鉛回牧 の實験 に進 んだo     h    `
                       を
 200琵 中 の鉛 の総量  24・6×2=49・2JE   8・8・    一 一

 内硫酸 鉛 としての鉛  22・5×2ニ45・0琵            1
                      ねりの

           (総鉛の約91%)     諜 慧 。鰯L

 硫酸鉛としての量       66琵    馳  ,   ち『

 今1琵 の食 盤 は其飽 和溶 液 にて、沸 黙 に    2。pa      d・

於 て0・46琵 の硫酸鉛 を分 解 す る。 帥66琵 の
                       o   ・,f  l。  1・5  鯉  ユ・ff

硫酸鉛は約143琵 の食盤を要する。            庵解g欄b



  6

ep・・.食齢 韻 謝 ・1・・一細%事 が出來ナz・鍋 囎 ㈱ と石灰と木炭粉

鉛の辮 畿・……概 蹴 識 選憲濫 Σ鷺 霧
 此實験結果によると硫酸鉛の分解反慮は の過剰は熔融物の流動を妨 ぐる。
嚇 間以内にて殆ん就 結する・  溶液より酸化鋤 完蜥 出法蹴 て

 か く分解せ しめtzものを80。C位の温度に  以上の如 く水を加へて璽化鉛を析出する
て手早 く欄 し・次に燃 液を室漁 こ牌 方法頗 らに後に動 期 、を轍 し鰹 の

し轄 量の約掌ば蟷 る水を如へると・復 飽轍 を作 らねばなら蹟
。此轍 、は多 く

臨は水o tzめ瞬 解 して鰹 ㈹ の約85%の 砿 腰 するから
、他眼 好なる方法を

以上の ものが編 析出する・雌 澱を濾し 求むる必要働 る
。外國で蝿 鮒 解で海

其溶液唖 化競 砂 ムを加へて・硫酸石 織 の鉛をとつてゐる
。當鍛 の途中我々

灰の澱 を作 ると共喰 璽を離 する・此 孝よ陰電極附近で滝 流開渤 際直泊 色の

靴 妙 シウム畝 項硫 覚 とく臨化鉛 多 くの澱 姓 するの観 す,が
、 、れはア

を翫 す るとき咄 來 るのである・硫酸石
,。ヵり一が陰魎 麓 駒 ナ,めに生する結

茨を除いた母液は更に之を煮詰めて砲和食                   果
であると思ひ、電流の代 りにアノγカジー

鰍 として使ひ得るのである・  鯛 ひす,力綱 しく鉛は澱 しナ,
。雌 澱

  (五)結 晶質 盤化 錯 の還 元  は水酸化鉛である。我々は此勲 こ就ては猫
 PbCl2十2CaO十C = 2CaCl2十Pb十CO2                   他 日 よ く研 究 しセ い と思 つ て ゐ る

σ

 な る反憾 を起 さしめ容 易 に鉛 を還元 す る


